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Ⅰ.諸言 

 

1.バスケットボールの競技特性と攻撃(オフェンス) 

バスケットボール競技は,日本バスケットボール協会(2019)が「バスケ

ットボールが他のボールゲームと大きく違う点は,得点あるいは失点後

もプレイが止まることなく攻撃と防御が交互に連続的におこなわれるこ

とにある.」と述べていることから,目まぐるしくオフェンスとディフェ

ンスが交互に繰り返されることが競技特性として挙げられる.このオフ

ェンスとディフェンスの切り替えをトランジションといい 2 3 ),トランジ

ションにはトランジションオフェンスとトランジションディフェンスと

呼ばれる２つのカテゴリーがある 2 3 ) 3 2 ).そして,トランジションオフェン

スの一つにファストブレイク i(以下「Fast break」と略す)が存在する

2 3 ).  

 

 

 

 

 

 

                  

i Fast break,いわゆる速攻という用語に関して,吉井(1997)は「バスケ

ットボール競技でまだ研究の余地が多分に残されているのがこの領域で

あり,コーチの使用する用語が一定していないのはこのためである.」と

述べており,現在でもコーチによって使用される用語は異なっているた

め,本研究では Fast break と述べていくこととする. 
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2.バスケットボール競技における Fast break  

日本バスケットボール協会(2019)は「2 つのチームが一定の競技時間内

で得点を争うゴール型のボールゲームである.」と述べている.また,ウ

ドゥン(2000)は「バスケットボールは本質的に素早い動きのゲームであ

り,ファストブレイクはその素早い動きや得点を生み出す最も良い手段

なのである.」と述べ,スミス(1992)は「ファストブレイクはプレイヤー

および観衆を興奮させるだけでなく,確率の高いシュートが可能な手段

でもある.」と述べていることから，勝利する上で必要とされる相手チ

ームよりも多くの得点を獲得するという目的に対し,Fast break はより

確実に得点を可能とすると考える. 

国内に目を向けてみると,Fast break に関する史的研究 2 0 ) 3 6 ) 4 9 )をはじ

め,その他にいくつもの研究 1 2 ) 1 6 ) 1 7 ) 4 5 )が存在する一方で,国内外において

最も研究されている分野はゲーム分析だと思われる

1 ) 2 ) 3 ) 4 ) 6 ) 7 ) 8 ) 9 ) 2 7 ) 2 8 ) 2 9 ) 3 4 ) 3 5 ) 3 7 ) 4 4 ) 5 0 ) 5 1 ) 5 2 ) 5 4 ) 5 8 ).しかし,それらの先行研究の中で

も Fast break における発生条件ないし要因に着目した研究は僅かしか

見当たらず ,多分に研究の余地が残されていると考える. 
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3.研究目的 

Fast break を発生させるために,吉井(1997)は「ファスト・ブレーク展

開のチャンスは,原則的にはボールの所有が転換するたびにある.」と述

べ,ウドゥン(2000)は「ディフェンス・リバウンドを獲得した後,素早く

パスアウトすることが強調されなければならない.ディフェンス・リバ

ウンドによってボールの所有権を獲得する場合が多いからである.」と

述べていることから,Fast break 発生の前提にはボールの所有権を獲得

することが必要不可欠だと考える.そして,倉石 (2004)は「速攻(ファス

トブレイク)が出る条件を考えると,リバウンドを取ること,ファースト

パスが速いこと,ファーストパスが長いこと,が不可欠な要因」と述べ,

中村 (1988)は「リバウンドをものにしたらぐずぐずしていてはダメ.す

ばやくパスすることが速攻を成功させる大きなポイントだ.」と述べて

いることから,リバウンド (以下「REB」と略す)獲得から,いかに素早く

行動してファーストパス(以下「First Pass」と略す)を出せるかという

点において,Fast break 発生の有無が決まるのではないかと考える. 

そこで本研究では,Fast break 発生条件において指標とされる,REB 獲

得後のプレイでパスを選択した時の現象である First Pass に着

目,First Pass 獲得時間に REB 獲得位置と First Pass 獲得位置を加味し

た上で,Fast break 発生の現状を明らかにし,コーチングの一助となるこ

とを目的とする. 
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Ⅱ.方法 

 

1.分析対象 

2021 年の第 97 回関東大学バスケットボールリーグ戦における 1 部全

66 試合 (以下「男子」と略す),第 71 回関東大学女子バスケットボールリ

ーグ戦における 1 部全 25 試合および第 73 回全日本バスケットボール選

手権大会における女子の全 32 試合 (以下「女子」と略す),計 123 試合を

対象とした. 

 

2.分析項目 

1)Fast Break の定義 

Fast break の定義として,倉石 (2004)は「ファストブレイクとは,主に

1 対 0,2 対 1,3 対 2 などのオフェンスが数的優位に立ったパターンを指

します.」と述べている一方で,吉井(1997)は「速く攻めて,たとえ相手

をアウトナンバーすることができなくても,防御者のマークがルーズな

状態にあり,より少人数での攻防ができる限り速く攻めることをつづけ

るべきである」と述べている. 

そこで本研究では,内山ら(2001)の研究も参考に,ドリブルもしくはパ

スによってセンターライン(図 1)を越えたとき,ボールライン(図 2)から

ゴール方向にいるプレイヤーが 1on0 から 3on3 までを Fast break とし

た. 

 

 

 

図 1.センターライン       図 2.ボールライン 
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2)Fast break 発生場面 

本研究では様々な Fast break 発生場面を収集するため,マクガイア

(1966),吉井(1997),スミス(1992)及び倉石 (2004)を参考にスティール

(以下「 STL」と略す),REB,ルーズボール(以下「 Loose Ball」と略す)と

その他(以下「 Others」と略す)を項目とした. 

各項目の定義については国際バスケットボール連盟と日本バスケット

ボール協会に従った(付録,表 59). 

 

3)REB 獲得からの Fast break 

マクガイア(1966)は「ドリブルは,これを使うとある程度悪いパスやフ

ァンブルを防げるという理由で,速攻では大いに価値がる.」と述

べ,Krause(1991)は「ディフェンスのリバウンドプレイヤーがコートの

端までドリブルでボールを運ぶことの大きな利点はパスミスの可能性を

排除できることです.」と述べていることから,REB 獲得からの First 

Pass に Dribble Push を項目に加えることとした. 
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4)First Pass および Dribble Push の定義 

内海 (2007)は「長いワンパスも狙いつつ,同時に,いかに早くアウトレ

ットを出せるか,ということはファーストブレイクを成功させるための

分岐点となるところです.」と述べ,中村 (1988)は「リバウンドをものに

したらぐずぐずしていてはダメ.すばやくパスすることが速攻を成功さ

せる大きなポイントだ.」と述べていることから,REB 獲得後に素早い行

動が求められると考える. 

そこで本研究では,REB 獲得からドリブル 0 回,目の前のディフェンスを

かわすなどのドリブル 1 回からのパスを First Pass と定義し,REB 獲得

からドリブルを 2 回以上行い Fast break となった場合は,Dribble Push

と定義した. 

 

5)REB 獲得位置 

先行研究により,シュートがアテンプトされ,外れたボールは 3 ポイン

トライン(図 3)の外側に落下しないことが報告されており 4 2 ) 5 3 ),加えて,

外れたボールはペイントエリア(図 4)に集中して落下することも報告さ

れている 5 ) 3 8 ). 

そこで本研究では,外れたボールは 3 ポイントライン外に落下しないこ

とを踏まえて REB 獲得位置を 3 ポイントラインの内側に絞ることとし

た.また,喜屋武 (2018)は「速攻にはリバウンドの獲得位置が関連してい

ることが示唆された.」と述べていることから,エリアを区分け,各エリ

アにおける REB を見ることとした.先行研究 5 ) 2 7 ) 3 8 )を参考に,ペイントエ

リアを 4 分割 ,ペイントエリアの外側で且つ 3 ポイントラインの内側で

あるペリメーター(図 5)と呼ばれるエリアを 3 分割 ,A から G の計 7 エリ

アを REB 獲得位置とした(図 6). 
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図 3.3 ポイントライン        図 4.ペイントエリア 

 

 

 

 

 

 

図 5.ペリメーター          図 6.REB 獲得位置 
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6)First Pass 獲得位置 

日本バスケットボール協会(2016)は「ファストブレイク時に重要なの

は,どのレーンを使ってどのように攻撃を展開するかということであ

る.」と述べている.このレーンについて佐古 (2013)は「自陣から相手陣

へ向かうレーンにはポジションごとに一定のセオリーがある.適切なレ

ーンを守ることが速攻成功の大前提だ.」と述べていることから,Fast 

break にはレーンが関係していると考えられる. 

加えて,倉石・田渡 (2018)は「3 レーンのうち中央で速く確実にボール

を運べて素早い状況判断ができると,良い成果が出るだろう.」と述べ,

日本バスケットボール協会(2016)は「ディフェンスリバウンドを奪取し

たプレイヤー側のサイドレーンに１人 ,ミドルレーンに１人 ,そして反対

側のサイドレーンに１人を配置し,すばやくボールをつなぐことによっ

てファストブレイク(速攻)につながる.」と述べていることから,3 つの

レーンが Fast break 展開の指標とされていると考える. 

また,倉石 (2004)は「進行方向で,しかもファウルラインより攻撃側 ,セ

ンターライン付近で,速く長いパスをレシーブすると,即 ,速攻というケ

ースが多く出てきます.」と述べ,Krause(1991)は「ガードにとって,リ

バウンド後のアウトレットパスに特に適した場所はリバウンド側のコー

トで相手のフリースローラインとほぼ同じ位置だ.」と述べていること

から,First Pass 獲得にはファウルライン /フリースローライン(図 7)が

関係していると考える. 

そこで本研究では,First Pass 獲得位置をサイドレーンとミドルレーン

を A Lane,B Lane,C Lane とし,計 3 レーン,そしてフロントコート(以下

「Front Court」と略す)に区分けした.さらに,ファウルライン /フリー

スローラインを延長し,それぞれのレーンを二分することとした(図 8). 
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図 7.ファウルライン /フリースローライン 

 

 

図 8.First Pass 獲得位置 
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7)First Pass 獲得時間 

First Pass に関してカール・モー(2013)は「ディフェンスリバウンド

の後にリバウンダーがすぐにアウトレットパスを出さなければ,ほぼ確

実にファーストブレイクに影響が出てしまうだろう.」と述べている.さ

らに,倉石・田渡 (2016)は「2 秒以上時間を使わせることができたら,デ

ィフェンス陣はペイントエリアへ帰陣できるため,相手は速攻ができな

くなる.」と述べ,倉石 (2015)は「2〜 3 秒でも要すればファストブレイク

を出される確率はどんどん下がります.」と述べていることから,REB 獲

得から 2 秒を基準とし,Fast break 発生が左右されると考える. 

そこで,本研究では REB 獲得から First Pass 獲得までの所要時間を 2

秒未満と 2 秒以上で記録,集計した. 
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3.分析方法 

映像分析ソフト Nacsport Scout Plus 7.0.0 を用い,対象の試合映像を

再生しながら各項目のタグをつけるタギングという作業を行い,各項目

をエクセルに集計した.そして,REB 獲得位置と First Pass 獲得位置に関

してはコートの縮図にそれぞれプロットした.また,プロットと REB 獲得

からの First Pass 獲得時間の記録に関しては,バスケットボール競技の

経験が 10 年以上の計 4 人で作業を行なった. 
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4.統計処理 

ペイントエリアとペリメーターにおける REB 獲得位置と First Pass 獲

得位置の関係および First Pass 獲得時間の関係についてカイ二乗検定

および Fisher-Freeman-Halton の正確確率検定を行い,有意差が認めら

れた場合に下位検定として残差分析を行った.また,残差分析の結果,サ

イドレーンの使用傾向が多く見られた REB 獲得位置について,延長した

ファウルライン /フリースローラインで二分されたエリア毎の関係を見

るためにカイ二乗検定を行った. 

男子の関東大学バスケットボールリーグ戦 1 部に関して,攻撃回数が 2

部や 3 部と比較して少ない 1 3⁾ことや ,北海道地区と関西地区のリーグ戦

と比較しても攻撃回数が少ない 1 8⁾ことが報告されている.佐古 (2013)は

「競技レベルが高くなればなるほど ,攻撃回数や身体能力の差だけでな

く,いかに効率よくゲームのイニシアチブを握るかが重要となる.」と述

べていることから,関東大学バスケットボールリーグ戦 1 部では攻撃回

数よりも攻撃効率に注力しているのではないかと考える.加えて,第 97

回関東大学バスケットボールリーグ戦 1 部における勝敗上位と勝敗下位

チーム及び平均得点上位と平均得点下位チームにおいて,平均得点に約

10 点の差が見られた(付録,表 60)ことから,男子全体に勝敗と平均得点

のカテゴリーを加え,それぞれを見ていくことにした. 

統計処理には IBM SPSS Statistics 28 を用い,有意水準は 5%未満とし

た. 
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Ⅲ.結果 

 

1.Fast break 発生回数 

1)全体 

各項目における全体の Fast break 発生回数は以下の通りであった(表

1). 

表 1.全体 Fast break 

Fast break 発生条件     回数 割合 (%) 

STL 873 50.2 

REB 675 38.8 

Loose Ball 101 5.8 

Others 89 5.1 

計  1738   

 

2)男子 

各項目における男子の Fast break 発生回数は以下の通りであった(表

2). 

表 2.男子 Fast break 

Fast break 発生条件     回数 割合 (%) 

STL 519 48.1 

REB 428 39.7 

Loose Ball 75 7.0 

Others 56 5.2 

計  1078   
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3)女子 

各項目における女子の Fast break 発生回数は以下の通りであった(表

3). 

表 3.女子 Fast break 

Fast break 発生条件     回数 割合 (%) 

STL 354 53.6 

REB 247 37.4 

Loose Ball 26 3.9 

Others 33 5.0 

計  660   
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2.REB からの Fast break 発生回数 

1)全体 

REB からの全体の Fast break 発生回数は以下の通りであった(表 4). 

表 4.全体 REB から Fast break 

REB から Fast break 発生条件  回数 割合 (%) 

Dribble Push 268 39.7 

0 Dribble 317 47.0 

1 Dribble 90 13.3 

計  675   

 

2)男子 

REB からの男子の Fast break 発生回数は以下の通りであった(表 5). 

表 5.男子 REB から Fast break 

REB から Fast break 発生条件  回数 割合 (%) 

Dribble Push 167 39.0 

0 Dribble 214 50.0 

1 Dribble 47 11.0 

計  428   
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3)女子 

REB からの女子の Fast break 発生回数は以下の通りであった(表 6). 

表 6.女子 REB から Fast break 

REB から Fast break 発生条件  回数 割合 (%) 

Dribble Push 101 40.9 

0 Dribble 103 41.7 

1 Dribble 43 17.4 

計  247   
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3.REB 獲得位置における First Pass 獲得位置 

1)全体 

(1)ペイントエリア 

全体のペイントエリアにおける First Pass 獲得位置は以下の通りであ

った(表 7). 

表 7.全体ペイントエリアにおける First Pass 獲得位置 

REB 

獲得位置 

First Pass 獲得位置 

計 A Lane B Lane C Lane Front  

Court A1 A2 B1 B2 C1 C2 

A 30 22 17 14 20 18 18 139 

B 13 11 23 10 22 27 16 122 

C 4 6 3 9 2 1 13 38 

D 1 5 2 3 3 8 12 34 

 

(2)ペリメーター 

全体のペリメーターにおける First Pass 獲得位置は以下の通りであっ

た(表 8). 

表 8.全体ペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

REB 

獲得位置 

First Pass 獲得位置 

計 A Lane B Lane C Lane Front  

Court A1 A2 B1 B2 C1 C2 

E 5 3 4 1 0 1 6 20 

F 0 2 2 1 7 12 6 30 

G 0 1 1 4 0 0 13 19 
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2)男子 

(1)全体ペイントエリア 

男子全体のペイントエリアにおける First Pass 獲得位置は以下の通り

であった(表 9). 

表 9.全体のペイントエリアにおける First Pass 獲得位置 

REB 

獲得位置 

First Pass 獲得位置 

計 A Lane B Lane C Lane Front  

Court A1 A2 B1 B2 C1 C2 

A 15 15 9 12 7 14 10 82 

B 10 8 14 8 16 18 10 84 

C 3 2 2 7 1 1 8 24 

D 0 3 0 2 3 3 9 19 

 

(2)全体ペリメーター 

男子全体のペリメーターにおける First Pass 獲得位置は以下の通りで

あった(表 10). 

表 10.全体のペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

REB 

獲得位置 

First Pass 獲得位置 

計 A Lane B Lane C Lane Front  

Court A1 A2 B1 B2 C1 C2 

E 5 2 1 1 0 0 3 12 

F 0 2 1 1 4 9 4 21 

G 0 0 1 4 0 0 10 15 
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(3)勝敗上位ペイントエリア 

男子勝敗上位チームのペイントエリアにおける First Pass 獲得位置は

以下の通りであった(表 11). 

表 11.勝敗上位のペイントエリアにおける First Pass 獲得位置 

REB 

獲得位置 

First Pass 獲得位置 

計 A Lane B Lane C Lane Front 

 Court A1 A2 B1 B2 C1 C2 

A 10 13 2 8 3 8 6 50 

B 3 2 8 3 10 10 5 41 

C 2 2 1 2 1 0 5 13 

D 0 1 0 2 0 1 4 8 

 

(4)勝敗上位ペリメーター 

男子勝敗上位チームのペリメーターにおける First Pass 獲得位置は以

下の通りであった(表 12). 

表 12.勝敗上位のペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

REB 

獲得位置 

First Pass 獲得位置 

計 A Lane B Lane C Lane Front 

Court A1 A2 B1 B2 C1 C2 

E 2 1 1 0 0 0 2 6 

F 0 0 0 1 2 7 3 13 

G 0 0 0 1 0 0 6 7 
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(5)勝敗下位ペイントエリア 

男子勝敗下位チームのペイントエリアにおける First Pass 獲得位置は

以下の通りであった(表 13). 

表 13.勝敗下位のペイントエリアにおける First Pass 獲得位置 

REB 

獲得位置 

First Pass 獲得位置 

計 A Lane B Lane C Lane Front 

Court A1 A2 B1 B2 C1 C2 

A 5 4 5 4 4 6 4 32 

B 7 6 6 5 6 8 5 43 

C 1 0 1 5 0 1 3 11 

D 0 2 0 0 2 2 5 11 

 

(6)勝敗下位ペリメーター 

男子勝敗下位チームのペリメーターにおける First Pass 獲得位置は以

下の通りであった(表 14). 

表 14.勝敗下位のペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

REB 

獲得位置 

First Pass 獲得位置 

計 A Lane B Lane C Lane Front 

Court A1 A2 B1 B2 C1 C2 

E 3 1 0 1 0 0 1 6 

F 0 2 1 0 2 2 1 8 

G 0 0 1 3 0 0 4 8 
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(7)平均得点上位ペイントエリア 

男子平均得点上位チームのペイントエリアにおける First Pass 獲得位

置は以下の通りであった(表 15). 

表 15.平均得点上位のペイントエリアにおける 

First Pass 獲得位置 

REB 

獲得位置 

First Pass 獲得位置 

計 A Lane B Lane C Lane Front 

Court A1 A2 B1 B2 C1 C2 

A 12 11 4 10 3 8 7 55 

B 4 3 7 3 9 12 3 41 

C 2 2 1 2 1 0 5 13 

D 0 2 0 2 2 3 3 12 

 

(8)平均得点上位ペリメーター 

男子平均得点上位チームのペリメーターにおける First Pass 獲得位置

は以下の通りであった(表 16). 

表 16.平均得点上位のペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

REB 

獲得位置 

First Pass 獲得位置 

計 A Lane B Lane C Lane Front 

Court A1 A2 B1 B2 C1 C2 

E 3 0 1 0 0 0 3 7 

F 0 1 0 1 2 7 3 14 

G 0 0 0 1 0 0 7 8 
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(9)平均得点下位ペイントエリア 

男子平均得点下位チームのペイントエリアにおける First Pass 獲得位

置は以下の通りであった(表 17). 

表 17.平均得点下位のペイントエリアにおける 

First Pass 獲得位置 

REB 

獲得位置 

First Pass 獲得位置 

計 A Lane B Lane C Lane Front 

Court A1 A2 B1 B2 C1 C2 

A 3 4 5 2 4 6 3 27 

B 6 5 7 5 7 6 7 43 

C 1 0 1 5 0 1 3 11 

D 0 1 0 0 0 0 6 7 

 

(10)平均得点下位ペリメーター 

男子平均得点下位チームのペリメーターにおける First Pass 獲得位置

は以下の通りであった(表 18). 

表 18.平均得点下位のペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

REB 

獲得位置 

First Pass 獲得位置 

計 A Lane B Lane C Lane Front 

Court A1 A2 B1 B2 C1 C2 

E 2 2 0 1 0 0 0 5 

0 0 1 1 0 2 2 1 7 

G 0 0 1 3 0 0 3 7 
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3)女子 

(1)ペイントエリア 

女子のペイントエリアにおける First Pass 獲得位置は以下の通りであ

った(表 19). 

表 19.女子ペイントエリアにおける First Pass 獲得位置 

REB 

獲得位置 

First Pass 獲得位置 

計 A Lane B Lane C Lane Front  

Court A1 A2 B1 B2 C1 C2 

A 15 7 8 2 13 4 8 57 

B 3 3 9 2 6 9 6 38 

C 1 4 1 2 1 0 5 14 

D 1 2 2 1 1 5 3 15 

 

(2)ペリメーター 

女子のペリメーターにおける First Pass 獲得位置は以下の通りであっ

た(表 20). 

表 20.女子ペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

REB 

獲得位置 

First Pass 獲得位置 

計 A Lane B Lane C Lane Front 

Court A1 A2 B1 B2 C1 C2 

E 0 1 3 0 0 1 3 8 

F 0 0 1 0 3 3 2 9 

G 0 1 0 0 0 0 3 4 
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4.REB 獲得から First Pass 獲得までの時間 

1)全体 

全体の REB 獲得から First Pass 獲得までの時間は以下の通りであった

(表 21). 

表 21.全体 REB 獲得から First Pass 獲得までの時間 

時間 回数 割合(%) 

2 秒未満 304 75.6 

2 秒以上 98 24.3 

計  402   

 

2)男子 

男子の REB 獲得から First Pass 獲得までの時間は以下の通りであった

(表 22). 

表 22.REB 獲得から First Pass 獲得までの時間 

時間 回数 割合 (%) 

2 秒未満  192 74.7 

2 秒以上 65 25.3 

計  257   
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3)女子 

女子の REB 獲得から First Pass 獲得までの時間は以下の通りであった

(表 23). 

表 23.REB 獲得から First Pass 獲得までの時間 

時間 回数 割合 (%) 

2 秒未満  112 77.2 

2 秒以上 33 22.8 

計  145   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 26 

5.統計処理 

1)全体の REB 獲得位置における First Pass 獲得位置 

(1)ペイントエリア 

全体のペイントエリアにおける First Pass 獲得位置の関係についてカ

イ二乗検定を行った結果,有意差が認められた

(x 2=37.237,df=9,p=.001,V=.193)(表 24).有意差が認められたため下位

検定として残差分析を行った(表 25).その結果,REB 獲得位置 A において

First Pass 獲得位置 A Lane が有意に多くなった.REB 獲得位置 B におい

ては First Pass 獲得位置 C Lane が有意に多くなり,A Lane が有意に少

なくなった.また,REB 獲得位置 C において First Pass 獲得位置 Front 

Court が有意に多くなり,C Lane が有意に少なくなった. 

そして,サイドレーンの使用傾向が多く見られた REB 獲得位置 A におけ

る A Lane の A1 と A2,REB 獲得位置 B における C Lane の C1 と C2 の関係

について,カイ二乗検定を行った結果,有意差は認められなかった(表

26・ 27). 
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表 24.全体のペイントエリアにおける First Pass 獲得位置 

  First Pass 獲得位置 

χ 2(df=9) p 
    A Lane B Lane C Lane 

Front 

Court 

REB 

獲得位置 

A 52 31 38 18 

37.237** .001 
B 24 33 49 16 

C 10 12 3 13 

D 6 5 11 12 

注） n=333, *:p<.05(両側検定)  ,**:p<.01(両側検定) 

 

表 25.全体のペイントエリアにおける 

First Pass 獲得位置の残差分析 

  First Pass 獲得位置 

    A Lane B Lane C Lane Front Court 

REB 

獲得位置 

A 3.4* -0.7 -1.0 -1.9 

B -2.5* 0.9 3.0* -1.7 

C -0.2 1.1 -3.2* 2.8* 

D -1.4 -1.4 0.3 2.8 

注）*:p<.05(両側検定)  
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表 26.全体の REB 獲得位置 A における First Pass 獲得位置 

  A1 A2 χ 2(df=1) p 

観測度数 30 22 1.231 .267 

注）n=52, *:p<.05(両側検定)  

 

表 27.全体の REB 獲得位置 B における First Pass 獲得位置 

  C1 C2 χ 2(df=1) p 

観測度数 22 27 .510 .475 

注）n=49, *:p<.05(両側検定)  
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(2)ペリメーター 

全体のペリメーターにおける First Pass 獲得位置の関係について

Fisher-Freeman-Halton の正確確率検定を行った結果,有意差が認められ

た(x 2=39.525,p=.001,V=.551)(表 28).有意差が認められたため下位検定

として残差分析を行った(表 29).その結果,REB 獲得位置 E において

First Pass 獲得位置 A Lane が有意に多くなり,C Lane が有意に少なく

なった.REB 獲得位置 F においては First Pass 獲得位置 C Lane が有意に

多くなり,Front Court が有意に少なくなった.また,REB 獲得位置 G にお

いて First Pass 獲得位置 Front Court が有意に多くなり,C Lane が有意

に少なくなった. 
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表 28.全体のペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

  First Pass 獲得位置 

Fisher p 
    A Lane B Lane C Lane 

Front 

Court 

REB 

獲得位置 

E 8 5 1 6 

39.525** .001 F 2 3 19 6 

G 1 5 0 13 

注） n=69, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 

 

表 29.全体のペリメーターにおける 

First Pass 獲得位置の残差分析 

  First Pass 獲得位置 

    A Lane B Lane C Lane Front Court 

REB 

獲得位置 

E 3.5* 0.8 -2.8* -0.7 

F -1.8 -1.6 5.5* -2.5* 

G -1.5 1.0 -3.3* 3.4* 

注）*:p<.05(両側検定)  
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2)男子の REB 獲得位置における First Pass 獲得位置 

(1)全体ペイントエリア 

男子全体のペイントエリアにおける First Pass 獲得位置の関係につい

てカイ二乗検定を行った結果,有意差が認められた

(x 2=31.281,df=9,p=.001,V=.223)(表 30).有意差が認められたため下位

検定として残差分析を行った(表 31).その結果,REB 獲得位置 B において

First Pass 獲得位置 C Lane が有意に多くなった.REB 獲得位置 C におい

て First Pass 獲得位置 Front Court が有意に多くなり,C Lane が有意に

少なくなった.また,REB 獲得位置 D において First Pass 獲得位置 Front 

Court が有意に多くなった. 

そして,サイドレーンの使用傾向が多く見られた REB 獲得位置 B におけ

る C Lane の C1 と C2 の関係について,カイ二乗検定を行った結果,有意

差は認められなかった(表 32). 
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表 30.男子全体のペイントエリアにおける First Pass 獲得位置 

  First Pass 獲得位置 

χ 2(df=9) p 
    A Lane B Lane C Lane 

Front 

Court 

REB 

獲得位置 

A 30 21 21 10 

31.281** .001 
B 18 22 34 10 

C 5 9 2 8 

D 3 2 5 9 

注） n=209, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 

 

表 31.男子全体のペイントエリアにおける 

First Pass 獲得位置の残差分析 

  First Pass 獲得位置 

    A Lane B Lane C Lane Front Court 

REB 

獲得位置 

A 2.6 -0.1 -1.0 -1.7 

B -1.4 0.1 2.8* -1.8 

C -0.7 1.4 -2.4* 2.1* 

D -1.1 -1.6 -0.3 3.6* 

注）*:p<.05(両側検定)  

 

表 32.男子全体の REB 獲得位置 B における First Pass 獲得位置 

  C1 C2 χ 2(df=1) p 

観測度数 16 18 .118 .732 

注） n=34, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 
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(2)全体ペリメーター 

男子全体のペリメーターにおける First Pass 獲得位置の関係について

Fisher-Freeman-Halton の正確確率検定を行った結果,有意差が認められ

た(x 2=34.778,p=.001,V=.640)(表 33).有意差が認められたため下位検定

として残差分析を行った(表 34).その結果， REB 獲得位置 E において

First Pass 獲得位置 A Lane が有意に多くなり,C Lane が有意に少なく

なった.REB 獲得位置 F において First Pass 獲得位置 C Lane が有意に多

くなり,Front Court が有意に少なくなった.また,REB 獲得位置 G におい

て First Pass 獲得位置 Front Court が有意に多くなり,A Lane および C 

Lane が有意に少なくなった. 
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表 33.男子全体のペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

  First Pass 獲得位置 

Fisher p 
    A Lane B Lane C Lane 

Front 

Court 

REB 

獲得位置 

E 7 2 0 3 

34.788** .001 F 2 2 13 4 

G 0 5 0 10 

注） n=48, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 

 

表 34.男子全体のペリメーターにおける 

First Pass 獲得位置の残差分析 

  First Pass 獲得位置 

    A Lane B Lane C Lane Front Court 

REB 

獲得位置 

E 4.1* -0.2 -2.4* -0.9 

F -1.4 -1.4 4.8* -2.1* 

G -2.2* 1.7 -2.8* 3.1* 

注）*:p<.05(両側検定)  
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(3)勝敗上位ペイントエリア 

男子勝敗上位チームのペイントエリアにおける First Pass 獲得位置の

関係について Fisher-Freeman-Halton の正確確率検定を行った結果,有

意差が認められた(x 2=26.106,p=.001,V=.291)(表 35).有意差が認められ

たため下位検定として残差分析を行った(表 36).その結果， REB 獲得位

置 A において First Pass 獲得位置 A Lane が有意に多くなった.REB 獲得

位置 B において First Pass 獲得位置 C Lane が有意に多くなり,A Lane

が有意に少なくなった. 

そして,サイドレーンの使用傾向が多く見られた REB 獲得位置 A におけ

る A Lane の A1 と A2， REB 獲得位置 B における C Lane の C1 と C2 の関

係について,カイ二乗検定を行った結果,有意差は認められなかった(表

37・ 38). 
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表 35.勝敗上位のペイントエリアにおける First Pass 獲得位置 

  First Pass 獲得位置 

Fisher p 
    A Lane B Lane C Lane 

Front 

Court 

REB 

獲得位置 

A 23 10 11 6 

26.106** .001 
B 5 11 20 5 

C 4 3 1 5 

D 1 2 1 4 

注） n=112, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 

 

表 36.勝敗上位のペイントエリアにおける 

First Pass 獲得位置の残差分析 

  First Pass 獲得位置 

    A Lane B Lane C Lane Front Court 

REB 

獲得位置 

A 3.4* -0.7 -1.6 -1.5 

B -3.0* 0.7 3.4* -1.2 

C 0.1 0.0 -1.8 2.1 

D -1.1 0.1 -1.1 2.5 

注）*:p<.05(両側検定)  
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表 37.勝敗上位の REB 獲得位置 A における First Pass 獲得位置 

  A1 A2 χ 2(df=1) p 

観測度数 10 13 .391 .532 

注）n=23, *:p<.05(両側検定)  

 

表 38.男子勝敗上位の REB 獲得位置 B における First Pass 獲得位置 

  C1 C2 χ 2(df=1) p 

観測度数 10 10 .000 1.000 

注）n=20, *:p<.05(両側検定)  
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(4)勝敗上位ペリメーター 

男子勝敗上位チームのペリメーターにおける First Pass 獲得位置の関

係について Fisher-Freeman-Halton の正確確率検定を行った結果,有意

差が認められた(x 2=19.070,p=.001,V=.675)(表 39).有意差が認められた

ため下位検定として残差分析を行った(表 40).その結果,REB 獲得位置 E

において First Pass 獲得位置 A Lane が有意に多くなり,C Lane が有意

に少なくなった.REB 獲得位置 F において First Pass 獲得位置 C Lane が

有意に多くなり,Front Court が有意に少なくなった.また,REB 獲得位置

G において First Pass 獲得位置 Front Court が有意に多くなり,C Lane

が有意に少なくなった. 
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表 39.勝敗上位のペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

  First Pass 獲得位置 

Fisher p 
    A Lane B Lane C Lane 

Front 

Court 

REB 

獲得位置 

E 3 1 0 2 

19.070** .001 F 0 1 9 3 

G 0 1 0 6 

注） n=26, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 

 

表 40.勝敗上位のペリメーターにおける 

First Pass 獲得位置の残差分析 

  First Pass 獲得位置 

    A Lane B Lane C Lane Front Court 

REB 

獲得位置 

E 3.4* 0.4 -2.0* -0.5 

F -1.8 -0.6 3.7* -2.0* 

G -1.1 0.3 -2.3* 2.7* 

注）*:p<.05(両側検定)  
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(5)勝敗下位ペイントエリア 

男子勝敗下位チームのペイントエリアにおける First Pass 獲得位置の

関係について Fisher-Freeman-Halton の正確確率検定を行った結果,有

意傾向が見られた(x 2=15.539,p=.057,V=.239)(表 41). 

表 41.勝敗下位のペイントエリアにおける First Pass 獲得位置 

  First Pass 獲得位置 

Fisher p 
    A Lane B Lane C Lane 

Front 

Court 

REB 

獲得位置 

A 9 9 10 4 

15.539 .057 
B 13 11 14 5 

C 1 6 1 3 

D 2 0 4 5 

注） n=97, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 
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(6)勝敗下位ペリメーター 

男子勝敗下位チームのペリメーターにおける First Pass 獲得位置の関

係について Fisher-Freeman-Halton の正確確率検定を行った結果,有意

差が認められた(x 2=13.944,p=.007,V=.629)(表 42).有意差が認められた

ため下位検定として残差分析を行った(表 43).その結果，群間での有意

差は見られなかった. 

表 42.勝敗下位のペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

  First Pass 獲得位置 

Fisher p 
    A Lane B Lane C Lane 

Front 

Court 

REB 

獲得位置 

E 4 1 0 1 

13.944** .007 F 2 1 4 1 

G 0 4 0 4 

注） n=22, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 

 

表 43.勝敗下位のペリメーターにおける 

First Pass 獲得位置の残差分析 

  First Pass 獲得位置 

    A Lane B Lane C Lane Front Court 

REB 

獲得位置 

E 2.5 -0.7 -1.4 -0.7 

F -0.2 -1.2 2.9 -1.2 

G -2.2 1.8 -1.7 1.8 

注）*:p<.05(両側検定)  
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(7)平均得点上位ペイントエリア 

男子平均得点上位チームのペイントエリアにおける First Pass 獲得位

置の関係について Fisher-Freeman-Halton の正確確率検定を行った結

果,有意差が認められた(x 2=22.080,p=.004,V=.254)(表 44).有意差が認

められたため下位検定として残差分析を行った(表 45).その結果,REB 獲

得位置 A において First Pass 獲得位置 A Lane が有意に多くなり,C 

Lane が有意に少なくなった.REB 獲得位置 B において First Pass 獲得位

置 C Lane が有意に多くなり,A Lane が有意に少なくなった.また,REB 獲

得位置 C において First Pass 獲得位置 Front Court が有意に多くなっ

た. 

そして,サイドレーンの使用傾向が多く見られた REB 獲得位置 A におけ

る A Lane の A1 と A2， REB 獲得位置 B における C Lane の C1 と C2 の関

係について,カイ二乗検定を行った結果,有意差は認められなかった(表

46・ 47). 
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表 44.平均得点上位のペイントエリアにおける 

First Pass 獲得位置 

  First Pass 獲得位置 

Fisher p 
    A Lane B Lane C Lane 

Front 

Court 

REB 

獲得位置 

A 23 14 11 7 

22.080** .004 
B 7 10 21 3 

C 4 3 1 5 

D 2 2 5 3 

注） n=121, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 

 

表 45.平均得点上位のペイントエリアにおける 

First Pass 獲得位置の残差分析 

  First Pass 獲得位置 

    A Lane B Lane C Lane Front Court 

REB 

獲得位置 

A 2.7* 0.3 -2.5* -0.6 

B -2.2* 0.1 3.4* -1.7 

C 0.1 -0.1 -1.9 2.5* 

D -1.0 -0.6 0.8 1.0 

注）*:p<.05(両側検定)  
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表 46.平均得点上位の REB 獲得位置 A における 

First Pass 獲得位置 

  A1 A2 χ 2(df=1) p 

観測度数 12 11 .043 .835 

注） n=23, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 

 

表 47.平均得点上位の REB 獲得位置 B における 

First Pass 獲得位置 

  C1 C2 χ 2(df=1) p 

観測度数 9 12 .429 .513 

注） n=21, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 
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(8)平均得点上位ペリメーター 

男子平均得点上位チームのペリメーターにおける First Pass 獲得位置

の関係について,Fisher-Freeman-Halton の正確確率検定を行った結果,

有意差が認められた(x 2=18.155,p=.001,V=.598)(表 48).有意差が認めら

れたため下位検定として残差分析を行った(表 49).その結果,REB 獲得位

置 E において First Pass 獲得位置 A Lane が有意に多くなり,C Lane が

有意に少なくなった.REB 獲得位置 F において First Pass 獲得位置 C 

Lane が有意に多くなり,Front Court が有意に少なくなった.また,REB 獲

得位置 G において First Pass 獲得位置 Front Court が有意に多くな

り,C Lane が有意に少なくなった. 
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表 48.平均得点上位のペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

  First Pass 獲得位置 

Fisher p 
    A Lane B Lane C Lane 

Front 

Court 

REB 

獲得位置 

E 3 1 0 3 

18.155** .001 F 1 1 9 3 

G 0 1 0 7 

注） n=29, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 

 

表 49.平均得点上位のペリメーターにおける 

First Pass 獲得位置の残差分析 

  First Pass 獲得位置 

    A Lane B Lane C Lane Front Court 

REB 

獲得位置 

E 2.6* 0.4 -2.0* -0.1 

F -1.0 -0.5 3.7* -2.4* 

G -1.3 0.2 -2.2* 2.9* 

注）*:p<.05(両側検定)  
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(9)平均得点下位ペイントエリア 

男子平均得点下位チームのペイントエリアにおける First Pass 獲得位

置の関係について,Fisher-Freeman-Halton の正確確率検定を行った結

果,有意差が認められた(x 2=19.497,p=.010,V=.313)(表 50).有意差が認

められたため下位検定として残差分析を行った(表 51).その結果,REB 獲

得位置 D において First Pass 獲得位置 Front Court が有意に多くなっ

た. 
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表 50.平均得点下位のペイントエリアにおける 

First Pass 獲得位置 

  First Pass 獲得位置 

Fisher p 
    A Lane B Lane C Lane 

Front 

Court 

REB 

獲得位置 

A 7 7 10 3 

19.497* .010 
B 11 12 13 7 

C 1 6 1 3 

D 1 0 0 6 

注） n=88, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 

 

表 51.平均得点下位のペイントエリアにおける 

First Pass 獲得位置の残差分析 

  First Pass 獲得位置 

    A Lane B Lane C Lane Front Court 

REB 

獲得位置 

A 0.5 -0.3 1.4 -1.6 

B 0.6 -0.1 0.6 -1.2 

C -1.2 2.1 -1.4 0.5 

D -0.6 -1.7 -1.7 4.3* 

注）*:p<.05(両側検定)  
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(10)平均得点下位ペリメーター 

男子平均得点下位チームのペリメータにおける First Pass 獲得位置の

関係について,Fisher-Freeman-Halton の正確確率検定を行った結果，有

意差が認められた(x 2=14.720,p=.003,V=.719)(表 52).有意差が認められ

たため下位検定として残差分析を行った(表 53).その結果，群間での有

意差は見られなかった. 

表 52.平均得点下位のペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

  First Pass 獲得位置 

Fisher p 
    A Lane B Lane C Lane 

Front 

Court 

REB 

獲得位置 

E 4 1 0 0 

14.720** .003 F 1 1 4 1 

G 0 4 0 3 

注） n=19, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 

 

表 53.平均得点下位のペリメーターにおける 

First Pass 獲得位置の残差分析 

  First Pass 獲得位置 

    A Lane B Lane C Lane Front Court 

REB 

獲得位置 

E 3.2 -0.6 -1.3 -1.3 

F -0.9 -1.2 2.9 -0.6 

G -2.0 1.8 -1.7 1.8 

注）*:p<.05(両側検定)  
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3)女子の REB 獲得位置における First Pass 獲得位置 

(1)全体ペイントエリア 

女子全体のペイントエリアにおける First Pass 獲得位置の関係につい

て Fisher-Freeman-Halton の正確確率検定を行った結果,有意差は認め

られなかった(x 2=13.131,p=.131,V=.187)(表 54). 

表 54.女子全体のペイントエリアにおける First Pass 獲得位置 

  First Pass 獲得位置 

Fisher p 
    A Lane B Lane C Lane 

Front 

Court 

REB 

獲得位置 

A 22 10 17 8 

13.331 .131 
B 6 11 15 6 

C 5 3 1 5 

D 3 3 6 3 

注） n=124, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 
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(2)全体ペリメーター 

女子全体のペリメーターにおける First Pass 獲得位置の関係について

Fisher-Freeman-Halton の正確確率検定を行った結果,有意傾向が見られ

た(x 2=10.149,p=.053,V=.531)(表 55). 

表 55.女子全体のペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

  First Pass 獲得位置 

Fisher p 
    A Lane B Lane C Lane 

Front 

Court 

REB 

獲得位置 

E 1 3 1 3 

10.149 .053 F 0 1 6 2 

G 1 0 0 3 

注） n=21, *:p<.05(両側検定) ,**:p<.01(両側検定) 
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4)REB 獲得から First Pass 獲得までの時間 

(1)全体 

全体における REB 獲得から First Pass 獲得までの時間,2 秒未満と 2 秒

以下の関係についてカイ二乗検定を行った結果,有意差が認められた(表

56). 

表 56.全体の First Pass 獲得における所要時間 

  2 秒未満  2 秒以上 χ 2(df=1) p 

観測度数  304(76%) 98(24%) 105.562 .001 

注） n=402, *:p<.05(両側検定),**:p<.01(両側検定) 

 

(2)男子 

男子における REB 獲得から First Pass 獲得までの時間,2 秒未満と 2 秒

以下の関係についてカイ二乗検定を行った結果,有意差が認められた(表

57). 

表 57.男子全体の First Pass 獲得における所要時間 

  2 秒未満  2 秒以上 χ 2(df=1) p 

観測度数 192(75%) 65(25%) 62.759 .001 

注） n=257, *:p<.05(両側検定),**:p<.01(両側検定) 
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(3)女子 

女子における REB 獲得から First Pass 獲得までの時間,2 秒未満と 2 秒

以下の関係についてカイ二乗検定を行った結果,有意差が認められた(表

58). 

表 58.女子全体の First Pass 獲得における所要時間 

  2 秒未満  2 秒以上 χ 2(df=1) p 

観測度数 112(75%) 33(25%) 43.041 .001 

注） n=145, *:p<.05(両側検定),**:p<.01(両側検定) 
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Ⅳ.考察 

 

1.Fast break 発生回数 

全体,男子および女子において,Fast break 発生条件で最も発生回数が

多かった項目は STL であり,次いで REB であった.これらは先行研究

(Refoyo et al,2009;八板・七森 ,2004)と同じ結果となった一方で,Fast 

break 発生条件で REB が最も多く,次いで STL が多いといった先行研究

(Gineika,2020)も見られる.このような結果になった背景には 2 つの要

因が考えられる. 

１つはカテゴリーの違いである.本研究と同じ結果になった先行研究で

は研究対象がナショナルチームと大学生であるのに対して,異なる結果

となっている先行研究の対象は U16(16 歳以下),U20(20 歳以下)のナショ

ナルチームであった.これらを踏まえると,カテゴリーが上になるに従っ

て Fast break 発生条件は REB から STL へと変化するのではないかと考

えられる. 

しかし,研究の限界として他のカテゴリーにおいての研究がされていな

いため比較はできない.今後様々なカテゴリーを対象に研究が行われる

ことがあれば,現状把握および比較ができるのではないかと考える. 

２つ目はオフェンス効率である.Sun et al(2022)は「バスケットボー

ルにおいてスティールは通常 ,チームがファストブレイクを仕掛ける理

由となる.」と述べている.また,田方ら(2017)は「スティールはそのま

ま速攻につながる可能性が高く,ディフェンスの究極の目的であるシュ

ートさせずにボールを奪取することに成功していることになる.」と述

べ,Selmanovic et al(2017)は「スティール後の方が高いオフェンス効

率を示した.」と報告していることからも,本研究の結果を加味して
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も,STL 後はかなりの割合で Fast break に繋がっていることが考えられ

る. 

次に,REB 獲得からの Fast break に着目すると,全体,男子および女子に

おいて 0 Dribble の割合が最も高く,次いで Dribble Push の割合が高い

という結果となった. 

0 Dribble の割合が高くなった要因として,吉井(1997)は「まず「パ

ス」によってアウトレットすることが,最も安全で速い方法であると結

論しても間違いないといえよう.」と述べ,Krause(1991)は「ディフェン

スリバウンド後のボール運びはアウトレットパスが好ましい.コートを

下る鋭いパスはどんな相手も追い抜くことはできない.」と述べている

ことから,REB 獲得からの First Pass が安全かつ,より攻撃的な戦術だと

考える.また,オフェンスはボールをコントロールしてから 8 秒以内に

Front Court に進めなければならない 3 2 )ことから,ドリブルよりも速い

パスが選択されていること考えられる. 

一方で 0 Dribble の次に Dribble Push の割合が高い要因として,マク

ガイア(1966)は「ドリブルは,これを使うとある程度悪いパスやファン

ブルを防げるという理由で,速攻では大いに価値がある.ある種の場面で

は,ドリブルは相手のインターセプトを避けるのに使う最良の武器とな

る.」と述べ,Krause(1997)は「コートの端から端までドリブルでボール

を運ぶというポジションを与えてはならない選手がいる.しかし近年で

は,コーチがチームのほとんどのプレイヤーにリバウンドしたボールを

ドリブルでコートの端まで運ぶことを許可するのが一般的になってい

る.ディフェンスのリバウンドプレイヤーがコートの端までドリブルで

ボールを運ぶことの大きな利点はパスミスの可能性を排除できることで

す.パスがなければパスミスはありえない.」と述べていることからもわ
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かるように,First Pass のリスクを考慮し,REB 獲得からドリブルでボー

ルを前方に進めていると考えられる. 

以上を踏まえると,パスとドリブルどちらにもリスクが存在しており,

本研究においてはパスが選択されていた結果となった.また,どちらを採

用するかはコーチのフィロソフィーが強く影響していると考える.オシ

ム(2010)は「リスクを負わない者は勝利を手にすることができない」と

述べていることから,コーチは戦術戦略を考案する際にリスクを負う覚

悟が必要とされる考える. 

研究の限界として,本研究ではコーチのフィロソフィーまでを計り知る

ことはできない.今後はコーチのフィロソフィーや考えを追究すること

で,コーチングに活かせるのではないかと考える.加えて,REB からの

Dribble Push と First Pass のどちらが安全で,得点につながるかなどを

本研究では比較することができないため,今後の研究では REB と Dribble 

Push からの Fast break の成功率や得点を加味する必要があると考える. 
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2.REB 獲得位置における First Pass 獲得位置 

1)ペイントエリアにおける First Pass 獲得位置 

ペイントエリアにおいて,B Lane のミドルレーンに傾向は見られなかっ

たが,REB 獲得位置がゴール付近の時,A Lane と C Lane のサイドレーン

において First Pass 獲得が多い傾向と少ない傾向が見られた.吉田

(2014)は「ディフェンスは最短時間で戻ろうとするため,ミドルエリア

を帰陣する.したがって,サイドライン沿いのパスは通りやすい.」と述

べていることから,ボールサイド (付録,図 9)のサイドレーンへの First 

Pass が多く見られたと考える. 

また,オフボールサイドのサイドレーンへの First Pass が少ない要因

にディフェンスの位置が関係すると考える.倉石・田渡 (2016)は「ゴー

ル付近の場所をどれだけ占有できたかが,リバウンド奪取数に大きく影

響する.」と述べ,八板ら(2017)は「本研究においては約 8 割がペイント

エリアに落下したことから,ショットが試行されたときにペイントエリ

アに位置していることがリバウンド獲得に重要であることが示され

た.」と報告していることから,ゴール付近 ,ペイントエリアからのシュ

ートは確率が高いが故に人で密集していると考えられる.したがって,ゴ

ール付近での REB 獲得からオフボールのサイドレーンへと長く,速い

First Pass を狙うとなると,ディフェンスを飛び越えるようなパスにな

り,その際にディフレクションや STL をされてしまう危険性があるため,

オフボールサイドのサイドレーンへの First Pass は少ないのではない

かと考える. 

加えて,ゴールから離れた位置で REB を獲得した場合には Front Court

への First Pass が多い傾向が見られた.倉石・田渡 (2016)は「ファスト

ブレイクでは,リバウンドなどでボールを奪ったら,相手側のリングを見
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るようにする.そこから徐々に手前側に視線を移していくと,比較的簡単

にパスを出すところが見つかる.」と述べていることから,REB を獲得し

てから相手ゴールに視線を移すとき,ゴールから離れた位置ではゴール

付近の密集地帯とは異なり,比較的目の前のディフェンスが少なく First 

Pass が出せたのではないかと考える.さらに,ゴールから離れた位置から

の First Pass が少ない要因に,喜屋武 (2018)は「確率の高いシュート選

択のためには,フロントコートに近い位置でリバウンドを獲得した際は

積極的にボールを早く前に進めること」と述べていることから,Dribble 

Push が行われているとも考えられる. 

一方で,サイドレーンにおけるファウルライン /フリースローラインを

境にした前後のエリアで有意差は見られなかった.これには,Fast break

が少なかったことが影響していると考えられる. 

そして,男子の勝敗上位・下位および平均得点上位・下位において,上

位はゴール付近で REB 獲得後,ボールサイドのサイドレーンへの First 

Pass が有意に多く,オフボールサイドのサイドレーンへの First Pass は

有意に少ない傾向が見られ,下位では見られなかった.上位において 6 チ

ーム中 4 チームが REB 獲得数上位 1 1 )でもあるため,REB 獲得数がこのよ

うな結果となった一要因として考えられる.  

研究の限界として,REB 獲得者の体の向きや視線を映像から特定するこ

とはできなかった.REB 獲得者のスキルも Fast break 発生に影響すると

考えられるため,今後は REB 獲得者に着目する必要もあるだろう.加え

て,Dribble Push 開始位置を考慮していないため,今後は各 REB 獲得位置

からの Dribble Push の関係性を鑑みる必要もあるだろう. 
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2)ペリメーターにおける First Pass 獲得位置 

ペリメーターにおいても,B Lane のミドルレーンとの傾向は見られなか

ったものの,REB 獲得位置 E・F においてサイドレーンとの傾向は見られ

た.REB 獲得位置 A・B と同様に,サイドライン沿いのパスは通りやすいと

いう要因が関係していると考えられる. 

一方の REB 獲得位置 G では,Front Court への First Pass が多い傾向が

見られた.REB 獲得位置 E・F と同様に,進行方向に対してディフェンスが

少なく First Pass が出せたのではないかと考える. 

そして,男子の勝敗上位・下位および平均得点上位・下位において,上

位の REB 獲得位置 E・F ではボールサイドのサイドレーンへの First 

Pass が有意に多い傾向が見られ,REB 獲得位置 G では Front Court への

First Pass が多い傾向が見られたが,下位では見られなかった.ペイント

エリア同様 ,REB 獲得数がこのような結果となった一要因として考えられ

る.  
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3.REB 獲得から First Pass 獲得までの時間 

全体,男子および女子において,REB 獲得から First Pass 獲得までの時

間,2 秒未満と 2 秒以上で有意差が見られた.REB 獲得から First Pass 獲

得までに 2 秒以上かかってしまうと,Fast break の発生回数が少ないと

いう本研究の結果は,倉石・田渡 (2016)の「2 秒以上時間を使わせること

ができたら,ディフェンス陣はペイントエリアへ帰陣できるため,相手は

速攻ができなくなる.」という方法論を裏付けるものとなった.また,嶋

田 (1992)は「速攻を阻止するディフェンスの第 1 の責任は,リバウンダ

ーに対する圧迫である.もし相手がリバウンドを獲得した時には,リバウ

ンダーに一番近いプレーヤーが,リバウンダーを素早く捕らえてプレス

する.そして,第１パスを遅らせるようにする.」と述べているよう

に,REB 獲得後に First Pass を素早く出させないように妨害するプレイ

が行われていないのではないかと考える. 

研究の限界として,REB 獲得時のディフェンスおよびオフェンスの様相

は考慮していないため,今後はより多く Fast break の発生回数を促進 ,

抑制するために,ディフェンスとオフェンスの位置的関係などを見てい

く必要があると考える. 
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Ⅴ.結論 

 

本研究は,Fast break 発生条件において指標とされる,REB 獲得後のプ

レイでパスを選択した時の現象である First Pass に着目,Fast break 発

生の現状を明らかにし,コーチングの一助となることを目的とした. 

Fast break 発生条件において,男子と女子で STL が最も多く,次いで

REB が多い結果となり,REB 獲得からの Fast break 発生条件では男子と

女子で 0 Dribble が最も多く,次いで Dribble Push が多い結果となっ

た. 

ペイントエリアにおける First Pass 獲得位置に関して,ゴール付近で

REB を獲得した場合はボールサイドのサイドレーンへの First Pass が多

く,オフボールサイドのサイドレーンへの First Pass は少ない傾向が見

られた.また,ファウルライン /フリースローライン付近で REB を獲得し

た場合には Front Court への First Pass が多い傾向が見られた. 

ペリメーターにおける First Pass 獲得位置に関して,REB 獲得位置 E・

F においてボールサイドのサイドレーンへの First Pass が多い傾向が見

られ,REB 獲得位置 G では Front Court への First Pass が多い傾向が見

られた. 

REB 獲得から First Pass 獲得までの時間に関して,男子と女子で 2 秒未

満と 2 秒以上で有意差が見られた. 

男子の勝敗および平均得点における上位と下位において,REB 獲得位置

と First Pass 獲得位置で違いが見られた. 

以上のことから,Fast break 発生条件の前提として REB 獲得が重要であ

ると考えられる.そして,ゴール付近で REB 獲得後はショートパス,Front 

Court に近いエリアで REB 獲得後はロングパスが出されていたと考えら
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れる.また,REB 獲得から First Pass 獲得までを 2 秒未満にすることによ

り,Fast break 発生が左右されるのではないかと考える. 

そして,東京オリンピックの男子において,総攻撃回数に占める Fast 

break は全体で 14.2%,国別ではトップのナイジェリアで 22.1%,次にアメ

リカの 19.1%という割合であった 1 4 ).これに対し,男子では全体で 11.0%,

トップの CH 大学で 15.6%,NI 大学の 13.4%(付録,表 61)であったことか

ら,世界と比較しても Fast break が少ないことがわかった. 

本研究ではディフェンスの状態を考慮していないため,どのような状況

下で Fast break が発生しているかといった細部までは研究できていな

い.そのため,男子の上位のような戦術戦略を採用すれば,Fast break に

繋がり得点ができるとは断言できない.今後の研究では,複数のシーズン

からデータを蓄積すること,Fast break の成功率や得点効率 ,大学以外の

カテゴリーにおける Fast break の発生状況を把握することなどが課題

としてあげられる.女子に関して,本研究において有意差は認められなか

った.対象とした第 71 回関東大学女子バスケットボールリーグ戦におい

て,幾つかの棄権試合が起きていたことも一つの原因として考えられる

が,今後はさらに試合数を計上する必要があるだろう. 
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付録 

 

表 59.Fast break 発生場面における各項目 

項目 定義 

STL 

・パスのインターセプトまたはディフレクティング  

・ボールを保持している,またはドリブルしている相手

からボールを奪うこと  

・オフェンス側のプレイヤーのミスの後にルーズボール

を拾うこと 

 

 

REB 

・床にバウンドしたり,転がったり,幾つもの手に触れた

としても,最初にボールのコントロールを獲得した場

合 . 

 

 

・得点するために,ボールがコントロールされたアテン

プト下においてボールをティップした場合  

 

 

・コントロールされた方法でボールを味方にティップ,

ディフレクトした場合  

 

 

・相手プレイヤーと同時にリバウンドを獲得し,オルタ

ネイティングポゼッションの結果,チームにボールが

与えられた場合  

 

 

Loose 

Ball 

・どちらのチームもコントロールできていないボールの

状態  

 

Others 
・上記以外の相手に得点されてからの Fast break など ,

その他の場面から発生した場合 . 
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図 8.ボールサイドとオフボールサイド  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 60.関東大学バスケットボールリーグ戦における各スタッツ  

  勝敗上位 勝敗下位 平均得点上位 平均得点下位 

平均得点 74.1 65.8 74.7 65.1 

平均失点 64.4 73.5 65.4 72.5 
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表 61.男子の各大学における総攻撃回数に占める Fast break の割合  

大学  割合 (%) 

CH 大学  15.6 

NS 大学  13.4 

SE 大学  11.0 

TU 大学  10.9 

HA 大学  10.8 

AO 大学  10.7 

NI 大学  10.6 

TO 大学  10.5 

WA 大学  10.0 

KA 大学  10.0 

TA 大学  9.0 

DA 大学  8.8 

全体 11.0 

 

表 62.得点に至った Fast break 

 成功  失敗 その他 

男子 113 131 17 

女子 70 69 7 
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